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友人:  Maestro, tengo mucho miedo…  (先生～、超怖いよー...)!

私    :  También estoy nerviosa…  (私も緊張してます...😰 )!

　口頭試験の指定教室に入るや否や、抜群のコンビネーションであざとい
演技をはじめた友人と私。こういうくだらん事だけはしっかり練習しており
ました。それが功を奏して…とは決して申しませんが、およそ2ヶ月分の奨
学金がかかった(笑)重要な学期末試験は、結果なかなかの高得点を記録。気
持ちよく１２月の長期休暇に突入することに成功しました。むはは！！!
　!
　とういうわけでこの休暇中は、ちょこちょこと国内を旅行をしたり、週
末はとある学校の漫画クラブでメキシコの小・中学生に絵を教えたり(逆に
スペイン語を教わったり)、趣味の絵本作りに勤しんだりと、気ままに楽し
く過ごしました。また、今学期に 酷く美しいおじさま…じゃなくて とても
素敵な美術の先生のお世話になったこともあり、メキシコの民芸品に着々
とはまりつつある私。彼にUNAMの近くの小さなガラス工場を紹介していた
だいたので、ちょいとお邪魔してお話も聞いてきました。ちゃんと写真を撮っ
たので、そうだな、今回のレポートではそれについて書こうかな。（計画性）!
　

＠Puebla

炬燵のない冬休み

クリスマスは前夜から当日にかけて、家族で食事をして祝うのが一般的。 
しかしそれに加えて、日本では見られないこんな光景も…！ 

POSADA（ポサーダ）：メキシコではクリスマスまでの９日間、ピニャータ割りや、聖
母マリアとホセの宿探しの旅を模したイベントなどを通して、キリストの生誕を祝う。 
PIÑATA（ピニャータ）：割れやすい陶器や紙で作られたくす玉のようなもの。７本の棘
は人間の罪を表しており、心の正しい人であれば目が見えなくても罪を見極めることが
できるという考えから、人々はこれを目隠しした状態で棒で叩き割る。割れると中に詰
められていた甘い果物やお菓子が出てくるが、これは罪を壊すことができた人間への褒
美を表しているとか。
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国民の約９０％が
カトリック教徒で
あると言われるメ
キシコの、クリス
マスの一風景

井上、イケオジと民芸品にハマる

メキシコシティからバスで２時間、日
墨生の友人達と、Puebla(プエブラ)へ
プチ旅行。Talavera (タラベラ)という
丈夫で色鮮やかな絵付けが施された陶
器が有名ですが、ずぼらな私が写真を
撮っていたのはちゃんとした（笑）タ
ラベラ焼きではなくお土産用の安いタ
イルだけ・・・。いやなんというか、
全力で力を抜きました！！と言わんば
かりの絵柄があまりにゆるゆるで可愛
かったので、日本に帰ったら真似して
沢山描いてトイレにでも飾ろうかなー
なんて思って・・・　笑　近いのでそ
のうちまた行ってきます、はい。　　　　　　　　　

１月からはまた猛勉強の日々・・・
物憂いのう・・・。



メキシコの　　
小さな　　　　　　
ガラス工場 

CALLE DEL HORNO DE 
VIDRIO 

メキシコのガラス工場の多く
は、リサイクル・・・100%

工場見学であったまろ。 

ワイングラス                　
気泡が残るのはリサイクルした証。
金を使ってつくる赤いガラスは一

番値が張ります。

テキーラのボトル               　
製品はすべて注文を受けてから作
ります。テキーラのボトルは個性
豊か。これは…パイナップル型。

材料はお酒の空き瓶               
外には近所の家庭やレストランか
ら集めたお酒の空き瓶が山積み。
まずは色別に仕分け作業から。

　メキシコでは新しいガラス製品のほとんどがモ
ンテレイで作られており、その他の地域にある沢
山のガラス工場では、１００％空き瓶などのリサ
イクルによって様々なガラス製品を作っています。
加工の際には主に!
①吹き込み成形　②型による成形　③プレス加工!
④彫り込み　　　⑤色付け　　　⑥絵付け!
などの技法を用い、一般的な瓶やワイングラスは
もちろんのこと、テキーラ専用のデザイン性に富
んだボトル、caballito(カバジート)と呼ばれるテ
キーラ用の小さなグラス、vidrio de pepita(ビドゥ
リオ　デ　ペピータ）と呼ばれる彫り込み技法に
よって種子(pepito)を描いたガラス、その他ラン
プ、マドラー、白鳥型の水差し、更には涙入れな
ど、メキシコならではの製品がひとつひとつ手作
りされています。!
　!
　この工場を見学させていただいたときには、ちょ
うど型を使って吹き込みを行っている様子を見せ
ていただくことができました。私が工場をウロウ
ロしていると、親切で愉快なおじさん達はみんな
一斉に作業の手を止めてあれやこれやと説明や（私
への）質問を始めてくれるのですが、「作業中の
写真を撮りたい」と頼むと、今度は一斉に持ち場
に戻って時々ウインクをしつつ作業の様子を見せ
てくれます。笑 ああ、あのかわいいガラス達はこ
んなにかわいいおじさん達が作っているのか、と
妙に納得しました。!!
　メキシコというと暑い国だというイメージを持
たれている方も多いかと思いますが、富士山５合
目程度の標高であるメキシコシティの冬は、ふっ
つーに寒い！！！！炬燵のない厳しい冬ですが、
あったかいガラス工場の中で、ちょいとあったま
ることができました☺ ️!
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